
　

は
じ
め
に

　

競
争
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
の
意
識
の
中
に
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
社
会
進
化
論
、
と
り
わ

け
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
的
観
念
が
存
在
し
て
い
る
。
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
、
欧
米
の

思
想
を
積
極
的
に
受
容
し
た
日
本
の
知
識
人
層
は
、
内
外
の
危
機
的
な
社
会
状
況
を
敏
感
に
感

じ
取
る
中
で
、「
優
勝
劣
敗
」、「
適
者
生
存
」、「
生
存
競
争
」
な
ど
で
表
象
さ
れ
る
社
会
ダ
ー

ウ
ィ
ニ
ズ
ム
を
実
感
を
も
っ
て
受
け
止
め
て
い
た
（
１
）。
明
治
期
の
都
市
知
識
人
層
に
お
け
る

社
会
進
化
論
の
受
容
に
関
し
て
は
、
加
藤
弘
之
の
天
賦
人
権
論
か
ら
社
会
進
化
論
へ
の
転
向
が

知
ら
れ
て
い
る
（
２
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
社
会
進
化
論
は
明
治
政
府
の
支
配
や
日
本
の
ア
ジ
ア

侵
略
を
正
当
化
す
る
際
の
根
拠
と
な
る
理
論
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
や
す
い
が
、
一
方
で
植
木

枝
盛
ら
自
由
民
権
論
者
が
社
会
変
革
を
め
ざ
す
上
で
の
理
論
的
拠
り
所
と
も
な
っ
て
い
た
（
３
）。

一
般
的
に
、
明
治
期
の
進
化
論
の
受
容
は
、
生
物
進
化
論
よ
り
も
、
生
物
進
化
論
を
人
間
社
会

に
当
て
は
め
た
社
会
進
化
論
が
中
心
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
、「
多

分
に
政
治
性
を
含
ん
だ
言
説
の
傾
向
を
、
そ
の
ま
ま
明
治
期
知
識
人
の
進
化
論
に
対
す
る
反
応

と
し
て
一
般
化
す
る
こ
と
に
は
、
か
な
り
無
理
が
あ
る
」
と
し
て
、
評
価
の
再
検
討
の
必
要
性

を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
（
４
）。
ま
た
、
明
治
期
に
お
け
る
社
会
進
化
論
の
受
容
を
考
え
る
場
合
、

都
市
知
識
人
、
政
治
家
、
学
者
、
企
業
家
、
大
地
主
、
在
村
中
小
地
主
、
一
般
民
衆
な
ど
、
社

会
的
階
層
や
立
場
の
違
い
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

中
村
政
則
は
、
明
治
期
の
日
本
の
経
済
構
想
に
は
、
維
新
官
僚
に
よ
る
「
上
か
ら
の
構
想
」、

民
間
に
よ
る
「
下
か
ら
の
構
想
」、
お
雇
い
外
国
人
に
よ
る
「
外
か
ら
の
構
想
」
の
三
つ
の
系

譜
が
あ
っ
た
と
し
、「
下
か
ら
の
構
想
」
と
し
て
徳
富
蘇
峰
の
「
田
舎
紳
士
論
」
に
着
目
し
て

い
る
（
５
）。
中
村
に
よ
れ
ば
、「
田
舎
紳
士
」
と
は
「
大
地
主
で
は
な
い
在
村
耕
作
地
主
や
中
小

地
主
」
で
あ
り
、
村
の
運
営
と
生
産
活
動
の
中
核
を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
。
中
村
は
、
蘇
峰
が

ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
に
基
づ
き
、
軍
事
型
の
士
族
社
会
か
ら
産
業
型
の
平
民
社
会
へ
の

移
行
を
歴
史
の
必
然
と
見
て
い
た
と
す
る
。

明
治
期
農
村
社
会
に
お
け
る
社
会
進
化
論
の
受
容

　
　
　
　
　
　
―
老
農
鈴
木
浦
八
の
耕
地
整
理
事
業
を
中
心
に
―鈴

　
木
　
正
　
行
　
　

　

当
時
、
官
僚
、
自
由
民
権
家
、
地
方
名
望
家
、
報
徳
運
動
家
な
ど
の
立
場
を
問
わ
ず
、
知
識

人
層
に
と
っ
て
、
ベ
ン
サ
ム
の「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」や
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
的
な「
優

勝
劣
敗
」
な
ど
の
論
理
は
共
通
の
認
識
で
あ
っ
た
。
大
日
本
報
徳
社
を
設
立
し
た
岡
田
良
一
郎

の
場
合
も
、
ベ
ン
サ
ム
や
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
実
利
主
義
・
功
利
主
義
と
報
徳
の
教
え
が
合
致

す
る
と
考
え
て
い
た
（
６
）。
た
だ
し
岡
田
の
場
合
は
、
農
村
に
在
住
す
る
地
域
政
財
界
の
リ
ー

ダ
ー
で
は
あ
っ
て
も
、
最
前
線
で
農
村
の
改
善
に
取
り
組
む
中
小
地
主
層
で
は
な
い
。
近
代
農

村
社
会
の
底
辺
に
ま
で
社
会
進
化
論
が
浸
透
し
て
い
く
状
況
を
捉
え
る
に
は
、
村
の
課
題
に
直

面
し
、
農
業
技
術
の
改
善
や
水
利
土
木
事
業
に
よ
っ
て
課
題
解
決
に
挑
ん
だ
農
村
指
導
者
の
思

想
と
行
動
、
そ
し
て
舞
台
と
な
っ
た
村
落
の
構
造
等
を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
彼
ら
が
著
作
物
な
ど
の
ま
と
ま
っ
た
形
で
、
自
ら
の
思
想
と
行
動
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は

少
な
い
。
そ
の
た
め
、
在
地
の
農
村
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
人
々
の
実
務
的
な
請
願
書
や
意

見
書
、
手
記
等
を
分
析
し
、
そ
の
中
に
垣
間
見
ら
れ
る
思
想
や
実
践
的
行
動
を
も
と
に
考
察
し

て
い
く
こ
と
が
、
農
村
社
会
へ
の
社
会
進
化
論
の
浸
透
状
況
を
探
る
際
の
主
な
方
法
と
な
る
。

　

明
治
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
静
岡
県
は
石
川
県
と
と
も
に
、
耕
地
整
理
の
先
進
地
と

し
て
全
国
の
模
範
と
な
っ
て
い
た
（
７
）。
な
か
で
も
岡
田
が
活
躍
の
舞
台
と
し
た
遠
州
地
方
は
、

早
く
か
ら
近
代
的
な
耕
地
整
理
に
取
り
組
ん
だ
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
八
七
二
年
に

山
名
郡
彦
島
村
（
現
磐
田
市
）
の
名
倉
太
郎
馬
が
事
業
に
着
手
し
、
一
八
八
〇
年
に
は
長
上
郡

上
新
屋
村
（
現
浜
松
市
）
の
本
田
平
八
・
佐
平
父
子
が
地
主
た
ち
に
呼
び
か
け
て
耕
地
整
理
を

始
め
た
（
８
）。
名
倉
や
本
田
父
子
の
先
駆
的
事
業
は
、
畦
畔
を
直
線
に
し
て
田
の
形
状
を
変
え

る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
苗
の
正
条
植
や
用
悪
水
路
の
改
良
を
行
っ
て
耕
地
の
増
歩
な
ど
の
好

結
果
を
得
た
。
ま
た
、
山
名
郡
新
堀
村
（
現
袋
井
市
）
の
戸
塚
弥
三
治
は
、
一
八
八
七
年
に
、

耕
地
整
理
に
伴
う
課
税
上
の
優
遇
措
置
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
求
め
る
建
白
を
元
老
院
に

行
っ
た
（
９
）。
と
く
に
豊
田
郡
加
茂
西
村
（
現
磐
田
市
）
の
鈴
木
浦
八
は
、
静
岡
式
耕
地
整
理

法
の
推
進
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
（
10
）。
浦
八
の
活
動
は
、
加
茂
西
村
を
は
じ
め
、
県

明
治
期
農
村
社
会
に
お
け
る
社
会
進
化
論
の
受
容
―
老
農
鈴
木
浦
八
の
耕
地
整
理
事
業
を
中
心
に
―

一



内
の
村
々
、
さ
ら
に
は
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
、
高
知
、
千
葉
、
山
形
、
宮
城
な
ど
全
国
各
地
に

及
ん
だ
。
浦
八
に
は
、『
明
治
廿
九
年
十
一
月　

静
岡
縣
磐
田
郡
富
岡
村
加
茂
西
區
改
正
概
況

書
』
や
『
畦
畔
改
良
意
見
書
』（
以
下
『
意
見
書
』）
な
ど
の
耕
地
整
理
事
業
に
関
わ
る
著
作
が

あ
る
。
浦
八
の
思
想
は
、
欧
米
の
功
利
主
義
・
合
理
主
義
思
想
や
報
徳
思
想
の
影
響
を
受
け
な

が
ら
、
在
地
の
農
村
指
導
者
と
し
て
地
主
、
自
作
農
、
小
作
農
た
ち
と
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

日
本
の
農
業
の
実
態
に
最
も
適
合
的
な
方
法
を
摸
索
す
る
中
で
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
蘇

峰
の
よ
う
な
都
市
知
識
人
や
、
岡
田
の
よ
う
な
地
域
の
政
財
界
を
率
い
る
大
豪
農
と
は
異
な

る
。

　

本
稿
で
は
、
遠
州
地
方
の
豪
農
層
に
垣
間
見
ら
れ
る
農
業
観
・
農
民
観
や
「
優
勝
劣
敗
」
の

意
識
な
ど
を
通
し
て
、
近
代
成
立
期
の
農
村
社
会
に
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
的
社
会
進
化
論
が

受
容
さ
れ
て
い
く
過
程
に
迫
り
た
い
。

　

一　

豪
農
層
の
農
業
・
農
民
観
と
耕
地
整
理

　

明
治
初
期
の
勧
農
政
策
は
、
欧
米
の
農
業
技
術
（
泰
西
農
法
）
の
模
倣
的
導
入
と
老
農
・
豪

農
の
起
用
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
静
岡
県
で
は
、
勧
業
課
に
よ
り
各
地
の
老
農
・
豪
農
が

農
事
通
信
員
、
勧
業
委
員
、
農
事
会
員
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
組
織
化
が
図
ら
れ
た
。
海
野
福
寿

は
、「
静
岡
県
老
農
名
簿
」（
明
治
一
五
年
）
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
々
が
豪
農
に
該
当
し
、

彼
ら
の
多
く
が
共
同
体
を
収
奪
対
象
と
し
て
捉
え
返
す
こ
と
に
よ
り
、
下
層
民
と
の
敵
対
関
係

を
深
め
な
が
ら
村
方
地
主
か
ら
豪
農
に
転
化
し
、
や
が
て
寄
生
地
主
に
移
行
し
た
り
、
村
落
地

主
と
し
て
地
主
制
の
一
翼
を
担
っ
た
り
し
た
と
し
て
い
る
（
11
）。
こ
う
し
た
過
程
の
中
で
、
社

会
進
化
論
が
彼
ら
を
通
じ
て
民
衆
の
間
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
自
由
民
権
運
動
家
や
知
識
人
・
豪
農
層
は
、
一
般
民
衆
に
対
す
る
愚
民
観

を
有
し
、
時
に
は
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
静
岡
県
下
の
自
由
民
権
派
の
新
聞
で
あ
る

『
函
右
日
報
』
明
治
一
三
年
一
一
月
一
四
日
付
投
書
記
事
に
は
、「
下
等
社
会
ノ
愚
民
」
と
い
う

文
言
が
見
ら
れ
る
（
12
）。
こ
れ
に
つ
い
て
原
口
清
は
、「
主
と
し
て
遠
州
地
方
の
浜
松
・
見
付
・

掛
川
・
相
良
等
の
手
工
業
者
・
職
人
・
徒
弟
・
小
売
商
人
等
の
都
市
平
民
や
近
在
の
下
層
農
民

を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
13
）。

　

で
は
、
耕
地
整
理
を
推
進
し
た
地
主
・
豪
農
層
は
、
農
業
や
農
民
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
本
田
佐
平
の
『
畦
畔
改
良
之
顛
末
』（
明
治
二
三
年
）
に
は
、「
田
地
疲
瘠
ト
ナ

リ
タ
ル
原
因
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
14
）。

　
　

第
一 　

従
来
当
地
方
ニ
於
テ
中
等
以
上
ノ
農
家
ハ
概
ネ
数
人
ノ
下
男
女
ヲ
雇
ヒ
置
キ
、
家

族
ハ
之
ヲ
率
ヒ
テ
田
畑
ヲ
耕
作
セ
シ
カ
、
近
来
ハ
之
ヲ
廃
シ
小
作
人
又
ハ
雇
人
ニ
委

ネ
巳
レ
ノ
所
有
地
ノ
巡
視
ヲ
モ
ナ
サ
ス
放
任
ス
ル
モ
ノ
多
キ
ヿ
。

　
　

第
二 　

地
主
ハ
小
作
年
貢
ヲ
取
立
ツ
ル
ヲ
以
テ
巳
レ
ノ
本
務
ト
ナ
シ
其
地
所
ノ
何
處
ニ
位

ス
ル
ヤ
又
作
人
ノ
作
リ
タ
ル
種
類
タ
モ
知
ラ
サ
ル
モ
ノ
多
キ
ヿ
。

　
　

第
三 　

小
作
人
ハ
其
年
ノ
収
益
ノ
ミ
ヲ
目
的
ト
シ
テ
栽
培
シ
土
地
ノ
肥
瘠
ニ
注
意
セ
ザ
ル

ヿ
。

　
　

第
四 　

小
作
人
ハ
其
年
ノ
収
益
多
ケ
レ
ハ
年
貢
ヲ
皆
納
シ
、
少
ナ
ケ
レ
ハ
巳
レ
ノ
不
丹
精

ヲ
モ
顧
ミ
ス
地
主
ヘ
迫
リ
見
捨
勘
弁
ヲ
乞
フ
。
之
ヲ
聴
カ
ザ
ル
時
ハ
其
地
所
ヲ
返
上

シ
、
年
貢
ハ
不
納
ノ
儘
捨
置
ク
等
ノ
悪
弊
ア
ル
モ
、
地
主
ハ
之
ヲ
匡
正
ス
ル
ノ
術
ヲ

講
セ
サ
ル
ヿ
。

　
　

第
五 　

偶
々
土
地
ヲ
膏
膄
ニ
為
サ
ン
ト
心
掛
ク
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雖
モ
如
何
セ
ン
事
理
ヲ
解

ス
ル
ニ
疎
キ
モ
ノ
多
キ
カ
故
ニ
意
気
相
投
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
自
己
ノ
耕
地
ノ
ミ
改
良
ヲ

ナ
ス
能
ハ
ス
必
竟
多
数
ノ
惰
農
ニ
圧
セ
ラ
レ
其
目
的
ヲ
達
セ
サ
ル
ヿ

　
　

第
六 　

方
今
都
鄙
ノ
別
無
ク
華
美
ノ
風
ニ
流
レ
随
テ
民
業
上
ニ
変
動
ヲ
来
シ
、
糞
水
ヲ
掬

ス
ル
ハ
下
等
人
種
ノ
務
ト
シ
、
僅
ノ
資
本
ア
ル
モ
ノ
ハ
商
業
若
ク
ハ
他
業
ニ
転
シ
、

農
業
一
途
ニ
身
ヲ
寄
ス
ル
モ
ノ
ハ
大
ニ
減
少
セ
リ
。
然
ル
ニ
地
主
ハ
斯
ノ
如
キ
変
遷

ア
ル
ニ
モ
掲
ハ
ラ
ス
祖
先
伝
来
ノ
法
ヲ
以
テ
小
作
年
貢
取
立
ヲ
ナ
シ
毫
モ
其
法
ヲ
改

良
セ
サ
ル
カ
故
ニ
、
年
々
取
立
ニ
際
シ
心
ニ
返
地
ノ
憂
ヲ
懐
キ
遂
ニ
法
外
ノ
勘
弁
引

ヲ
ナ
ス
ニ
至
ル
。
小
作
人
等
ハ
此
我
儘
手
段
ヲ
以
テ
得
策
ト
誤
認
シ
次
第
ニ
栽
培
ヲ

怠
リ
国
産
減
少
ノ
基
因
ヲ
ナ
ス
ヿ
。

　

こ
こ
に
は
、
寄
生
地
主
化
し
て
小
作
人
任
せ
に
な
っ
て
い
く
富
農
と
、
そ
れ
に
か
こ
つ
け
て

農
業
を
怠
り
「
我
儘
」
と
な
る
小
作
人
と
い
う
構
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
町
余
り
の
水
田
を
所
有
す
る
上
層
農
の
戸
塚
は
、『
田
形
改
革
論
』（
明
治
二
〇
年
）

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
15
）。

　
　
　

我
国
農
業
ノ
不
進
歩
ナ
ル
、
世
ノ
知
ル
所
ナ
リ
。
政
府
之
ヲ
憂
ヒ
、
識
者
之
ヲ
嘆
ズ
。

而
シ
テ
、
農
夫
ハ
自
ラ
之
ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
。
今
若
シ
、
政
府
問
ハ
ズ
、
識
者
言

ハ
ズ
ン
バ
、
我
国
農
業
ハ
依
々
ト
シ
テ
進
マ
ザ
ラ
ン
。
乃
チ
知
ル
、
農
夫
ハ
自
ラ
農
業
ノ

不
進
歩
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
。
小
子
ハ
之
ヲ
信
ズ
。
我
国
興
農
ノ
道
ハ
、
農
夫
ノ
心

ヲ
開
ク
ニ
ア
リ
。
之
ヲ
開
ク
、
如
何
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
。
言
論
以
テ
セ
ン
カ
、
応
ゼ
ズ
。
利

財
以
テ
為
ン
カ
、
一
ビ
ハ
応
ジ
、
尽
レ
バ
止
ム
。
然
ラ
バ
、
則
チ
農
夫
ノ
心
ヲ
開
ク
モ
ノ

ハ
、
利
財
ニ
ア
ラ
ズ
、
言
論
ニ
ア
ラ
ズ
、
其
効
験
ノ
顕
著
ニ
シ
テ
、
永
ク
幸
福
ヲ
享
ク
ル

者
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
小
子
ハ
コ
レ
ヲ
信
ズ
。
田
形
改
革
ハ
農
夫
ノ
心
ヲ
開

ク
ニ
足
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
知
レ
。
今
日
ノ
田
形
ハ
真
ニ
一
定
セ
ズ
。
然
レ
ド
モ
、
因
習
ノ
久

シ
キ
、
其
田
ニ
耕
セ
シ
ヲ
以
テ
特
ニ
不
便
ヲ
感
ゼ
ズ
ト
雖
モ
、
一
ビ
田
形
ヲ
改
革
シ
テ
碁

二



盤
割
ノ
田
ニ
耕
サ
シ
メ
バ
、
忽
チ
昔
日
ノ
愚
ナ
ル
ヲ
感
ズ
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
。

　

戸
塚
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
農
業
に
「
進
歩
」
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
農
夫
た
ち
自
身
が
因
習

に
囚
わ
れ
て
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
に
は
、
言

論
で
も
財
貨
の
活
用
で
も
な
く
、
耕
地
整
理
の
効
果
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
幸
福
の
み
が
有

効
で
あ
る
。
戸
塚
は
、
農
業
を
振
興
し
な
け
れ
ば
「
独
リ
農
業
ノ
衰
頽
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
帝

国
ノ
富
強
ヲ
シ
テ
痿
縮
セ
シ
ム
ル
モ
知
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」（『
田
形
改
革
論
』
）
と
す
る
。

加
え
て
、「
我
国
農
民
ノ
如
ク
負
担
重
キ
モ
ノ
ハ
、
文
明
国
中
未
ダ
見
ザ
ル
所
」
と
し
て
農
民

の
窮
状
を
訴
え
る
と
と
も
に
、「
農
民
ニ
シ
テ
進
歩
セ
バ
、
政
府
モ
財
政
ノ
困
難
ヲ
減
ズ
ベ
シ
」

（
同
右
）
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
戸
塚
は
、『
田
形
改
革
問
答
』（
明
治
二
一
年
）
の
中
で
、
田
形

改
革
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
牛
馬
耕
な
ど
の
農
耕
が
可
能
に
な
っ
て
人
手
が
省
略
さ
れ
る
こ
と

で
生
じ
る
小
作
人
の
失
職
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
想
定
問
答
を
行
っ
て
い
る
（
16
）。

　
　

問 　

人
手
ヲ
省
略
シ
得
ル
ト
キ
ハ
随
テ
同
一
人
数
ヲ
以
テ
従
前
ヨ
リ
多
ク
耕
作
ス
ル
ヲ
得

ヘ
シ
。
如
此
ナ
ラ
ハ
小
作
ノ
ミ
ヲ
専
業
ト
ス
ル
小
民
ハ
其
業
ヲ
失
フ
ニ
至
ル
ヘ
シ
如

何
。

　
　

答 　

其
道
理
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
其
時
期
ハ
田
形
改
革
ノ
後
直
ニ
来
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ

ス
。
何
ト
ナ
レ
ハ
先
ツ
田
形
ノ
改
革
ヲ
為
セ
ハ
事
業
為
シ
易
キ
ヲ
以
テ
耕
作
ノ
周
到
ヲ

来
ス
ヘ
シ
。
此
時
間
ニ
ハ
未
ダ
小
作
地
ノ
欠
乏
ヲ
生
ス
ル
ヿ
ナ
シ
。

　
　

問 　

説
ノ
如
ク
ン
ハ
小
作
人
ガ
小
作
地
ヲ
失
フ
ヿ
ハ
急
速
ナ
ラ
サ
レ
ド
モ
、
到
底
其
疾
患

ヲ
免
ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
。
如
何
。

　
　

答 　
（
前
略
）
今
日
ノ
小
民
ハ
進
取
ノ
気
象
ナ
ク
一
ニ
祖
先
ノ
遺
業
ヲ
朴
守
ス
ル
ヲ
勉
メ

ト
ス
ル
カ
故
ニ
斯
ル
困
難
ノ
中
ニ
甘
シ
居
ル
カ
如
ク
ナ
ル
モ
、
将
来
人
智
益
進
歩
ス
ル

ニ
至
ラ
ハ
此
等
小
民
モ
感
化
セ
ラ
レ
テ
他
ニ
好
当
ノ
生
業
ヲ
見
出
ス
ア
ラ
ハ
、
業
ヲ
転

ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
。
予
ハ
佃
戸
カ
小
作
地
ヲ
失
ハ
ン
ヿ
ヲ
恤
フ
ル
ヨ
リ
ハ
、

反
テ
地
主
ガ
佃
戸
ヲ
失
フ
ノ
時
ア
ル
ヘ
シ
ト
怖
ル
ヽ
ナ
リ
。

　

戸
塚
は
、
小
作
人
の
転
業
を
必
然
的
な
も
の
と
捉
え
て
い
た
が
、
具
体
的
職
業
は
示
し
得
て

い
な
い
。
む
し
ろ
、
小
作
人
が
小
作
地
を
失
う
こ
と
よ
り
も
、
地
主
が
小
作
人
を
失
う
こ
と
を

心
配
し
て
い
た
。

　

本
田
や
戸
塚
の
著
作
に
は
、「
優
勝
劣
敗
」
や
「
弱
肉
強
食
」
の
よ
う
な
直
截
的
な
文
言
は

見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
は
、「
進
歩
」
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
農
業
、
因
習
に
囚
わ

れ
「
進
取
」
の
気
性
の
な
い
農
民
、
疲
弊
す
る
農
村
な
ど
に
対
す
る
深
い
苛
立
ち
と
危
機
感
が

感
じ
取
れ
る
。
彼
ら
の
批
判
の
目
は
、
小
作
・
小
農
だ
け
で
な
く
、
地
主
層
に
も
向
け
ら
れ
て

表１　明治中期の自作・小作状況
単位：人（　　）内：％

自作 自作兼小作 小作 総　数
加茂西村外十カ村 94（27.2） 230（66.5） 22（6.3） 346（100.0）

豊田郡 12,004（55.0） 7,035（32.2） 2,792（12.8） 21,831（100.0）
静岡県 105,203（30.8） 149,323（43.7） 87,343（25.5） 341,869（100.0）

「明治十八年一月諸進達綴込　豊田郡中野戸村戸長役場」及び『静岡県統計書』（明治19年）より作成。

表２　明治中期の自作地・小作地の面積
（　　）内：％

自　作　地 小　作　地 総　計
田 畑 計 田 畑 計

加茂西村
外十カ村

83町
６畝８歩

81町３反
３畝

164町３反
９畝８歩
（40.0％）

124町６反
29歩

121町９反
９畝16歩

246町６反
15歩

（60.0％）

410町９反
９畝23歩

（100.0％）
豊田郡 218町７反 3814町８反 6002町５反

（69.6％）
1316町２反 1301町２反 2617町４反

（30.4％）
8619町９反
（100.0％）

静岡県 34454町６反 41283町７反 75738町３反
（38.9％）

72437町２反 46506町 118943町２反
（61.1％）

194681町５反
（100.0％）

加茂西村外十カ村「田畑自作地小作地概算表」（明治21年３月29日）、『静岡県統計書』（明治22年）より作成。
加茂西村外十カ村は明治21年３月、豊田郡・静岡県は同年の資料がないため明治17年の数値を用いてある。

明
治
期
農
村
社
会
に
お
け
る
社
会
進
化
論
の
受
容
―
老
農
鈴
木
浦
八
の
耕
地
整
理
事
業
を
中
心
に
―

三



い
る
。
そ
し
て
、
現
状
を
打
開
す
る
手
段
と
し
て
、
耕
地
整
理
事
業
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

　

浦
八
の
『
意
見
書
』
に
は
、「
静
岡
県
畦
畔
改
良
ノ
先
着
ハ
明
治
五
年
ニ
シ
テ
、
元
・
山
名

郡
彦
島
村
名
倉
太
郎
馬
氏
率
先
同
村
耕
地
ヲ
改
良
ス
。
次
ニ
明
治
十
三
年
、
元
・
長
上
郡
上
新

屋
村
本
田
平
八
氏
同
村
耕
地
ノ
幾
分
ヲ
改
良
ス
。（
中
略
）
明
治
二
十
一
年
八
月
、
元
・
山
名

郡
新
堀
村
戸
塚
弥
三
治
氏
ハ
、
田
形
改
革
論
、
田
形
改
革
問
答
ト
題
セ
ル
冊
子
ヲ
編
纂
シ
、
之

レ
ヲ
静
岡
県
庁
ニ
依
嘱
シ
テ
、（
中
略
）
其
事
業
ヲ
継
ギ
、
其
有
益
ナ
ル
改
革
方
法
ヲ
利
用
シ

テ
拡
充
ス
ル
モ
ノ
ナ
カ
リ
シ
カ
バ
、
深
ク
世
ノ
注
意
ヲ
惹
ク
ニ
至
ラ
ザ
リ
キ
」
と
あ
り
、
名
倉

ら
の
業
績
を
継
ぐ
意
志
が
う
か
が
え
る
（
17
）。

　

以
下
で
は
、
浦
八
に
よ
る
耕
地
整
理
事
業
と
そ
の
思
想
を
通
し
て
、
近
代
成
立
期
に
お
け
る

農
村
社
会
の
社
会
進
化
論
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

は
浦
八
で
あ
る
。
そ
の
所
有
地
は
、
田
三
町
八
反
九
畝
一
七
歩
、
畑
一
町
六
反
一
三
歩
、
宅

地
二
反
二
畝
一
〇
歩
、
林
三
町
四
畝
一
六
歩
、
原
野
一
畝
歩
、
池
沼
一
畝
二
二
歩
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
八
年
に
な
る
と
、
田
三
町
一
反
四
畝
歩
、
畑
五
反
七
畝
一
九
歩
、
宅
地
二
反
四
畝
九
歩

と
な
っ
て
お
り
、
田
畑
を
大
き
く
減
じ
て
い
た
（
21
）。「
土
地
台
帳
」
に
は
、
浦
八
が
し
ば
し

ば
土
地
の
売
却
や
質
入
れ
を
し
た
形
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
近
隣
の
地
主
の
多
く
が
土
地
を
集

積
す
る
中
で
、
浦
八
は
耕
地
整
理
事
業
や
天
竜
川
の
池
田
橋
の
運
営
等
に
私
財
を
投
じ
て
い
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

史
料
の
制
約
に
よ
り
、
明
治
一
〇
〜
二
〇
年
代
の
田
畑
所
有
の
変
化
を
追
う
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
本
来
中
核
を
占
め
る
べ
き
八
反
以
上
一
町
五
反
未
満
層
が
五
名
（
一
〇
・
四
％
）
で

あ
り
、
上
層
農
の
一
町
五
反
以
上
層
八
名
（
一
六
・
七
％
）
や
下
層
農
の
八
反
未
満
層
三
五
名

（
七
二
・
九
％
）
に
比
べ
て
少
な
く
、
こ
の
時
期
に
自
作
・
中
農
層
の
没
落
が
進
行
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。「
土
地
台
帳
」
に
名
前
の
あ
る
加
茂
西
報
徳
社
員
は
一
九
名
（
家
督
相
続
者
が
報
徳

社
員
の
四
名
を
含
む
）
で
あ
り
、
村
内
の
土
地
所
有
者
四
八
名
の
約
四
〇
％
を
占
め
、
貧
農
層

　

二　

農
村
の
荒
廃
と
地
主
制
の
進
行

　

浦
八
の
思
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ

た
り
、
加
茂
西
村
の
明
治
一
〇
年
〜
二
〇

年
代
の
経
済
的
社
会
構
造
を
見
て
み
よ

う
（
18
）。
表
１
は
、
加
茂
西
村
外
一
〇
カ

村
の
自
作
・
小
作
の
状
況
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
地
区
は
、
豊
田
郡
全
体
や

静
岡
県
と
比
べ
て
自
作
農
と
小
作
農
の
割

合
が
少
な
く
、
自
作
兼
小
作
農
の
割
合
が

大
き
い
。
表
２
の
農
地
の
状
況
に
つ
い
て

見
る
と
、
自
作
地
四
〇
％
に
対
し
小
作
地

が
六
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
静
岡
県
全
体

と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ
る
が
、
豊
田
郡
の

中
で
は
小
作
地
の
割
合
が
か
な
り
大
き

い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
規
模
が
小
さ

く
経
営
の
不
安
定
な
小
作
・
小
農
の
多
い

地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
19
）。

　

表
３
は
、
一
八
八
八
年
に
お
け
る
加
茂

西
村
の
田
畑
所
有
状
況
を
階
層
別
に
示
し

た
も
の
で
あ
る
（
20
）。
こ
の
時
期
、
村
内

で
最
も
多
く
田
畑
を
所
有
し
て
い
た
者

表３　加茂西村の田畑所有階層別構成

所　有　面　積
村内所有者

村外所有者
全体 報徳社員

10町以上
５町以上10町未満
４町　～　５町
３町　～　４町
２町　～　３町

１町９反　～　２町　　
１町８反　～　１町９反
１町７反　～　１町８反
１町６反　～　１町７反
１町５反　～　１町６反

１

３

２

２

８

１

１

１

１

４
１
１

２

４

１町４反　～　１町５反
１町３反　～　１町４反
１町２反　～　１町３反
１町１反　～　１町２反
１町　　　～　１町１反

９反　～　１町
８反　～　９反

１
１
１

１
１

５

１

１

２

１

１

２

４

７反　～　８反
６反　～　７反
５反　～　６反
４反　～　５反
３反　～　４反
２反　～　３反
１反　～　２反

１反未満
無所有

１

３
２
４
６
６
７
６

35

３
１
１
４
１
２
１

13

３

７
５
８
14
16
12

65

計 48名 19名 73名

田畑所有状況
33町３反

６歩
18町４反

２畝17歩
23町７反

４畝１歩
村内所有者に村内寺院（大円寺・養福寺）１町２反９畝19歩を含む。
村外所有者に池田村西法寺６反８畝24歩を含む。
無所有者は田畑を持たず、林などその他の地目を所有している者。

「明治弐拾壱年十一月現在　土地臺帳　加茂西村」（第１～６巻、第２巻
の後半及び第４巻の巻末の一部が欠損）、「明治十七年八月　社則　豊田
郡加茂西村報徳社」より作成。
実質所有者：村内（48名－６名＝42名）村外（73名－12名＝61名）
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か
ら
上
層
農
ま
で
幅
広
い
構
成
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
松
方
デ
フ
レ
の
下
で
農
民
た
ち
が
困
窮
を
極
め
、
村
落
秩
序
が
崩
壊
に
瀕
し
て

い
た
。
加
茂
西
村
で
も
、
旧
戸
長
の
水
野
権
次
郎
が
天
竜
川
豊
田
橋
の
経
営
失
敗
に
よ
り
、
身

代
限
り
と
な
っ
て
公
売
処
分
を
受
け
る
な
ど
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
（
22
）。
静
岡
県
下
で

は
、
世
直
し
・
世
直
り
を
求
め
る
丸
山
教
が
大
流
行
し
、
貧
民
党
・
借
金
党
の
活
動
が
活
発
化

し
て
い
た
。
加
茂
西
村
に
は
、
五
名
の
丸
山
教
信
者
が
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
い
ず
れ

も
報
徳
社
員
名
簿
に
は
名
前
が
な
い
（
23
）。
加
茂
西
村
に
隣
接
す
る
中
野
戸
村
で
は
、
報
徳
社

が
二
一
名
の
社
員
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
が
、
こ
の
中
に
は
丸
山
教
信
者
六
名
や
貧
民
党
指
導
者

一
名
が
含
ま
れ
て
い
た
（
24
）。
地
域
社
会
に
は
複
数
の
集
団
原
理
が
錯
綜
し
て
お
り
、
農
村
指

導
者
に
は
農
民
た
ち
を
ま
と
め
納
得
さ
せ
る
優
れ
た
実
践
力
と
使
命
感
、
そ
し
て
結
果
が
求
め

ら
れ
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
加
茂
西
村
外
の
地
主
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
村
内
所
有
者
の

田
畑
三
三
町
三
反
六
歩
（
四
二
名
）
に
対
し
、
村
外
所
有
者
の
田
畑
は
二
三
町
七
反
四
畝
一
歩

（
六
一
名
）
で
あ
り
、
田
畑
の
約
四
割
を
村
外
地
主
が
所
有
し
て
い
る
。
村
外
地
主
に
よ
る
蚕

食
に
よ
っ
て
、
農
地
所
有
の
細
分
化
と
権
利
関
係
の
複
雑
化
・
細
分
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
危
機
に
瀕
し
た
農
村
社
会
の
中
に
、
報
徳
運
動
は「
至
誠
」「
勤
労
」「
分

度
」「
推
譲
」
と
い
う
道
徳
実
践
的
経
済
活
動
と
先
進
的
農
業
技
術
を
携
え
て
入
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。

　

三　

報
徳
運
動
の
展
開

　

続
い
て
、
浦
八
の
思
想
と
行
動
の
基
盤
と
な
っ
た
報
徳
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

遠
州
地
方
の
報
徳
運
動
は
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
に
相
模
国
大
住
郡
出
身
の
安
居
院
庄
七

の
指
導
に
よ
り
、
長
上
郡
下
石
田
村
（
現
浜
松
市
）
に
下
石
田
報
徳
連
中
が
結
ば
れ
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
（
25
）。
庄
七
は
、
正
条
植
な
ど
の
先
進
的
な
農
業
技
術
を
下
石
田
村
に
も
た
ら
し

た
。
そ
の
後
、
岡
田
佐
平
次
・
良
一
郎
父
子
や
福
山
滝
助
（
報
徳
遠
譲
社
）
な
ど
が
報
徳
運
動

の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
。
と
く
に
、
一
八
七
五
年
に
岡
田
父
子
が
各
村
の
報
徳
社
を
結
集

し
て
遠
江
国
報
徳
社
（
一
九
一
一
年
大
日
本
報
徳
社
に
改
称
）
を
設
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
運

動
は
急
速
に
発
展
し
た
。

　

遠
州
地
方
を
代
表
す
る
豪
農
で
あ
る
岡
田
良
一
郎
は
、
地
租
改
正
の
際
に
は
、
過
重
な
税
負

担
に
対
す
る
一
揆
寸
前
の
状
況
の
中
で
、
浜
松
県
民
会
及
び
遠
江
国
州
会
議
長
と
し
て
、
地

主
・
豪
農
層
を
率
い
て
県
当
局
と
交
渉
し
、
一
定
の
譲
歩
を
引
き
出
し
た
（
26
）。
そ
の
後
、
第

一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
当
選
し
、
後
に
は
政
財
界
で
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
遠
江
国
報
徳

社
・
掛
川
農
学
社
・
掛
川
信
用
組
合
を
設
立
し
、
経
済
と
道
徳
の
一
体
化
し
た
報
徳
運
動
を
推

し
進
め
た
。
岡
田
は
、「
財
本
徳
末
」
の
思
想
に
よ
っ
て
、
殖
産
興
業
政
策
の
展
開
と
近
世
的

な
報
徳
思
想
を
合
致
さ
せ
、
近
代
社
会
の
変
化
に
報
徳
運
動
を
適
合
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
し

た
（
27
）。
足
立
洋
一
郎
は
、
岡
田
の
思
想
に
は
国
家
主
義
的
な
一
面
や
地
主
的
限
界
は
あ
る
も

の
の
、
現
実
に
対
応
し
た
富
国
構
想
や
実
際
の
行
動
は
、
地
域
や
「
中
産
以
下
人
民
」
の
立
場

で
一
貫
し
て
い
た
と
す
る
（
28
）。
一
方
、
安
丸
良
夫
は
、「
一
人
た
り
と
も
人
ハ
お
と
す
ま
い
」

と
す
る
丸
山
教
の
思
想
と
比
較
し
、「
勤
勉
や
倹
約
を
強
調
す
る
報
徳
社
の
思
想
は
、
こ
こ
で

は
、
勤
勉
や
倹
約
で
な
い
も
の
は
、
貧
乏
に
な
る
の
は
当
然
だ
、
本
人
の
責
任
な
ん
だ
か
ら
救

う
必
要
は
な
い
、
没
落
し
て
ゆ
く
民
衆
を
冷
や
や
か
に
つ
き
は
な
す
原
蓄
過
程
の
論
理
に
転

化
し
て
い
る
。」
と
述
べ
、
報
徳
運
動
の
冷
淡
な
側
面
を
指
摘
し
て
い
る
（
29
）。
こ
の
傾
向
は
、

耕
地
整
理
を
推
進
し
た
人
々
の
言
説
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
報
徳
運
動
は
、
経
済
と
道
徳
の
両

面
で
、「
優
勝
劣
敗
」
の
状
況
を
勝
ち
抜
く
勝
者
の
論
理
を
内
包
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

岡
田
の
影
響
の
も
と
、
遠
州
地
方
の
村
々
で
は
次
々
と
報
徳
社
が
設
立
さ
れ
た
。
一
八
八
四

年
八
月
の
加
茂
西
村
報
徳
社
の
社
則
に
は
、「
當
村
有
志
者
申
合
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
（
30
）。

　
　
　

二
宮
尊
徳
先
生
ノ
教
ニ
従
ヒ
結
社
致
シ
候
所
以
ハ
、
第
一
世
俗
ノ
風
俗
浮
薄
ニ
流
レ
利

欲
ニ
迷
ヒ
徳
義
ヲ
失
ス
ル
ノ
徒
モ
不
少
ニ
付
、
社
中
ノ
者
ハ
専
ラ
推
譲
ノ
道
ヲ
心
掛
厚
ク

徳
義
ヲ
立
テ
、
家
内
和
合
ハ
勿
論
一
村
和
睦
争
訟
詐
偽
等
ノ
事
是
レ
無
ク
、
風
俗
淳
美
ナ

ラ
シ
ム
ル
事
。
第
二
ハ
明
治
ノ
開
化
ニ
生
レ
、
旧
来
無
智
蒙
昧
ノ
慣
習
ヲ
枯
守
シ
智
識
ノ

発
達
セ
サ
ル
ヨ
リ
、
公
利
起
ス
能
ハ
ス
、
公
益
開
ク
可
ラ
ス
、
或
ハ
邪
智
奸
民
ノ
為
ニ
欺

亡
セ
ラ
レ
テ
不
測
ノ
損
害
ヲ
被
リ
、
身
ヲ
失
シ
家
ヲ
亡
ス
ノ
類
モ
不
少
ヲ
以
テ
、
真
理
ヲ

開
キ
真
智
ヲ
開
キ
、
専
ラ
国
家
ノ
公
益
ヲ
起
ス
事
。
第
三
ハ
文
明
ノ
餘
弊
ニ
依
テ
奢
侈
怠

惰
ノ
徒
相
増
シ
、
職
業
ヲ
粗
ニ
〆
坐
食
ヲ
図
リ
借
債
相
嵩
ミ
破
産
ス
ル
者
モ
不
少
ニ
付
、

是
等
ノ
悪
弊
ヲ
誡
シ
メ
各
々
本
業
ヲ
勉
強
シ
常
ニ
其
利
害
得
失
ヲ
研
究
シ
、
社
中
一
同
富

盛
ノ
基
本
ヲ
確
立
ス
ル
事
。

　

こ
こ
に
は
、
知
識
と
道
徳
に
劣
っ
た
も
の
が
、
公
共
の
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
悪
徳
商

人
な
ど
に
騙
さ
れ
、
奢
侈
怠
惰
に
陥
っ
て
没
落
し
て
い
く
と
い
う
意
識
が
表
れ
て
い
る
。
報
徳

運
動
は
、
崩
壊
に
瀕
し
た
村
落
共
同
体
秩
序
を
回
復
す
る
た
め
の
地
主
・
豪
農
層
主
導
に
よ
る

民
衆
教
化
で
あ
り
、
国
家
の
支
配
体
制
と
結
び
つ
い
て
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
教
え

は
、「
立
徳
開
智
致
富
ヲ
以
テ
當
社
成
業
ノ
目
的
ト
シ
」（
社
則
）、
道
徳
・
知
識
・
経
済
を
融

合
し
た
実
践
を
行
う
こ
と
で
、
農
村
社
会
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
っ
た
。

　

四　

鈴
木
浦
八
の
思
想
と
「
優
勝
劣
敗
」
の
論
理

　

浦
八
の
思
想
と
行
動
に
は
、
岡
田
良
一
郎
の
強
い
影
響
が
見
ら
れ
る
。
浦
八
は
、
一
八
八
五

明
治
期
農
村
社
会
に
お
け
る
社
会
進
化
論
の
受
容
―
老
農
鈴
木
浦
八
の
耕
地
整
理
事
業
を
中
心
に
―

五



年
に
遠
江
国
報
徳
社
及
び
三
遠
農
学
社
に
加
盟
し
、
そ
の
力
を
発
揮
し
た
。
報
徳
運
動
は
道
徳

実
践
的
経
済
活
動
と
と
も
に
農
業
技
術
の
改
良
を
重
ん
じ
て
お
り
、
明
治
維
新
後
に
は
欧
米
の

知
識
や
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
。
耕
地
整
理
事
業
は
そ
の
一
環
で
あ
る
。
浦

八
は
耕
地
整
理
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
著
作
を
残
し
て
い
る
が
、
静
岡
県
知
事
小
野
田
元
煕
宛

て
に
提
出
さ
れ
た
『
意
見
書
』
に
は
、
そ
の
思
想
が
最
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　

浦
八
の
思
想
の
根
底
に
は
、「
農
ハ
国
ノ
本
ナ
リ
、
日
本
ハ
農
国
ナ
リ
」
と
す
る
農
本
主
義

思
想
が
あ
っ
た
（
以
下
、
引
用
文
は
『
意
見
書
』
に
よ
る
）。
し
か
し
、
浦
八
の
目
に
映
っ
た

も
の
は
、「
唯
リ
農
業
ハ
其
ノ
発
達
進
歩
頗
ル
遅
緩
ニ
シ
テ
、
世
間
ガ
百
里
進
ム
ノ
中
ニ
在
リ

テ
ハ
、
二
十
里
若
シ
ク
ハ
十
里
ノ
速
度
ヲ
有
ス
ル
ニ
過
ギ
ズ
。
否
、
十
里
ノ
速
度
ス
ラ
有
セ
ズ

シ
テ
、
五
里
、
三
里
、
果
テ
ハ
全
ク
進
歩
発
達
ノ
望
ミ
ナ
キ
モ
ノ
ア
リ
。
是
日
本
ノ
国
本
タ
ル

国
業
ノ
現
状
ナ
リ
」
と
い
う
、
近
代
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
く
日
本
農
業
の
姿
で
あ
っ
た
。

浦
八
は
、「
優
勝
劣
敗
ノ
競
争
劇
シ
キ
商
工
業
ガ
比
較
的
早
ク
発
達
シ
、
世
間
ノ
風
波
ヲ
外
ニ

セ
ル
農
業
ガ
、
何
時
マ
デ
モ
太
古
ノ
風
ア
ル
ハ
自
然
ノ
勢
ナ
ル
ベ
シ
。
亦
是
非
モ
ナ
キ
次
第
ナ

リ
」
と
嘆
き
、
そ
の
原
因
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

旧
慣
古
俗
ハ
、
鉄
鎖
ノ
如
ク
農
民
ノ
手
足
ヲ
拘
束
シ
、
其
ノ
頭
脳
ヲ
覉
扼
シ
、
旧
来
ノ

田
地
、
旧
来
ノ
農
具
、
旧
来
ノ
肥
料
モ
テ
、
旧
来
ノ
収
穫
ヲ
得
ル
ニ
満
足
シ
、
世
間
ヲ
見

ル
ニ
、
唯
ダ
旧
時
ノ
情
態
ヲ
維
持
サ
ヘ
セ
バ
足
レ
リ
ト
シ
、
民
力
休
養
、
租
税
軽
減
等
ノ

消
極
的
議
論
ノ
ミ
政
客
ノ
口
ニ
ヨ
リ
テ
唱
道
セ
ラ
レ
、
大
ニ
農
事
ニ
改
良
ヲ
加
ヘ
、
農
業

ノ
面
目
ヲ
一
新
シ
、
其
ノ
収
穫
ヲ
増
シ
、
其
ノ
利
益
ヲ
増
進
セ
ン
ト
ハ
セ
ザ
ル
也
。

　

す
な
わ
ち
、
日
本
の
農
業
の
進
歩
を
阻
害
す
る
も
の
は
、
農
民
た
ち
の
因
循
姑
息
な
態
度

と
、
地
租
軽
減
・
民
力
休
養
の
消
極
主
義
を
唱
え
て
根
本
的
な
解
決
策
の
と
れ
な
い
政
治
家

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、「
一
タ
ビ
革
新
ノ
手
ニ
シ
テ
農
界
ニ
入
ラ
バ
、
遺
利
ハ
致
ル
所
ニ
握
ミ

取
ラ
ル
ベ
シ
。
農
界
、
遺
利
山
ノ
如
」
き
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
浦
八
に
お
い
て
、

「
優
勝
劣
敗
ノ
競
争
」
は
進
歩
・
発
達
の
原
動
力
と
な
る
好
ま
し
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
た
。

　

さ
ら
に
、
浦
八
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　

我
ガ
国
ノ
農
業
ハ
、
未
ダ
憫
ム
ベ
キ
ノ
状
態
ヲ
脱
ス
ル
能
ハ
ス
。
明
治
維
新
ト
共
ニ
凡

百
ノ
事
物
ハ
改
良
ノ
運
ニ
向
ヒ
タ
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ズ
、
特ヒ

ト

リ
農
業
ハ
依
然
旧
状
ヲ
存
シ
、

更
ニ
進
歩
ノ
効
ヲ
見
ズ
。
蓋
シ
、
商
業
ヲ
振
興
シ
、
工
業
ヲ
隆
盛
ナ
ラ
シ
ム
ル
ハ
、
素
ヨ

リ
国
力
ヲ
養
フ
ノ
要
因
タ
リ
ト
雖
モ
、
我
ガ
国
四
千
余
万
同
胞
ノ
大
半
ハ
、
農
業
ニ
ヨ
リ

生
計
ヲ
営
ム
モ
ノ
タ
レ
バ
、
之
カ
振
不
振
ハ
一
層
直
接
ニ
国
力
ノ
盛
衰
ニ
関
ス
ル
ヿ
ニ
シ

テ
、
農
業
進
マ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
、
商
業
、
工
業
又
決
シ
テ
力
ヲ
展
ル
ヿ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
農
業
の
進
歩
は
商
工
業
の
発
展
、
ひ
い
て
は
国
力
を
養
う
上
で
不
可
欠
で
あ

り
、
耕
地
整
理
は
殖
産
興
業
政
策
と
直
接
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
浦
八
は
日
本
農
業
発
達
の

た
め
の
方
策
と
し
て
、
欧
米
の
近
代
農
法
を
模
範
と
し
な
が
ら
、
日
本
農
業
の
特
質
も
考
慮
に

入
れ
た
耕
地
整
理
を
推
進
し
た
。
具
体
的
に
は
、
畦
畔
・
水
路
の
直
線
化
及
び
各
農
家
所
有
耕

地
の
集
中
化
に
よ
り
、
耕
地
の
面
積
拡
大
・
形
状
整
理
や
農
道
・
用
排
水
路
の
整
備
を
行
い
、

牛
馬
・
機
械
を
導
入
し
て
、
農
業
労
働
の
効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
農
業
の
省
力
化
・
合
理
化
で
生
じ
た
余
力
を
特
有
物
産
の
増
産
や
産
業
の
興
隆
に
用
い
、

農
業
組
合
の
設
立
、
肥
料
等
の
直
接
購
入
、
共
同
出
荷
、
販
路
の
拡
大
を
行
っ
て
、
将
来
的
に

は
海
外
輸
出
を
行
お
う
と
い
う
構
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
業
の
省
力
化
・
合
理
化
は
、
小
農

経
営
の
否
定
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
日
本
農
業
に
「
優
勝
劣
敗
」
の
論
理
を
持
ち
込
む
こ
と
で

も
あ
っ
た
。
日
本
の
社
会
進
化
論
の
受
容
に
関
し
て
は
、
し
ば
し
ば
進
化
と
進
歩
の
混
同
が
指

摘
さ
れ
る
が
、
浦
八
に
お
い
て
は
生
物
学
的
な
進
化
の
概
念
で
あ
る
「
適
者
生
存
」
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、「
優
勝
劣
敗
」
に
よ
る
進
歩
に
よ
っ
て
勝
ち
抜
く
こ
と
が
第
一
義
と
な
っ
て
い
た
。

　

浦
八
は
、
日
本
の
農
業
に
進
歩
が
見
ら
れ
な
い
要
因
と
し
て
、
耕
地
面
積
が
農
家
一
戸
あ
た

り
平
均
九
反
三
畝
一
五
歩
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
所
有
地
が
各
所
に
散
在
す
る
た
め
播
種
・
施
肥
・

収
穫
に
不
便
な
こ
と
、
土
地
台
帳
の
帳
面
上
で
は
一
筆
平
均
面
積
が
田
六
畝
二
歩
、
畑
五
畝

二
一
歩
で
あ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
大
抵
一
〜
二
畝
、
多
く
て
三
〜
五
畝
の
旧
態
依
然
と
し
た

小
区
画
・
小
規
模
農
業
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
発
達
セ
ザ
ル
農
民
ハ
、
人

力
以
外
ノ
モ
ノ
ヲ
用
ヒ
テ
耕
作
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
、
野
蛮
未
開
ノ
人
民
ガ
何
事
モ
手
ヲ
以
テ

シ
、
絶
エ
テ
器
械
ノ
有
益
便
利
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ト
等
シ
ク
、
土
地
ヲ
鋤
ク
ニ
モ
手
ヲ
以
テ
呑

気
ニ
コ
ツ
コ
ツ
ト
力
メ
、
肥
料
ヲ
運
ビ
、
収
穫
物
ヲ
蔵
ム
ル
ニ
モ
肩
ニ
荷
ヒ
、
手
ニ
提
ゲ
テ
幾

往
返
ヲ
ナ
ス
。
米
ガ
辛
苦
ノ
結
果
ナ
リ
ト
ハ
、
実
ニ
此
等
ヲ
云
フ
ベ
シ
」
と
述
べ
、
日
本
の
農

業
労
働
の
現
状
を
厳
し
く
批
判
し
た
。

　

浦
八
が
現
状
に
対
す
る
深
い
見
識
と
、
現
実
に
即
し
た
合
理
主
義
的
思
考
を
有
し
て
い
た

こ
と
は
、
耕
地
整
理
の
方
法
に
表
れ
て
い
る
。
浦
八
は
、「
向
年
泰
西
ノ
大
農
法
ニ
倣
ハ
シ
メ
、

又
ハ
生
地
ヲ
増
サ
シ
メ
ン
ニ
ハ
ト
テ
大
区
域
ヲ
好
ム
ノ
輩
ハ
、
全
ク
我
ガ
国
ノ
既
往
将
来
ニ
着

眼
ナ
キ
軽
率
者
ト
云
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
」
と
し
て
、
欧
米
流
の
大
規
模
区
画
農
法
の
単
純
な
導
入

に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。

　

図
１
は
、
加
茂
西
村
の
耕
地
整
理
実
施
前
後
を
示
し
た
整
理
図
で
あ
る
。
浦
八
の
指
導
す
る

静
岡
式
の
場
合
、
東
西
南
北
方
向
に
方
位
を
揃
え
て
日
照
を
効
率
よ
く
利
用
す
る
と
と
も
に
、

村
内
各
所
に
散
在
し
て
い
た
各
農
家
の
所
有
地
を
交
換
分
合
に
よ
っ
て
ま
と
め
、
農
作
業
の
効

率
化
を
図
っ
た
。
区
画
の
大
き
さ
は
、
一
区
画
の
幅
六
〜
七
間
（
約
一
〇
・
八
〜
一
二
・
六
ｍ
）、
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長
さ
一
五
間
（
約
二
七
ｍ
）
と
し
、
農
具
・
農
法
な
ど
当
時
の
技
術
水
準
に
あ
っ
た
方
法
が
採

ら
れ
た
。
そ
し
て
将
来
、「
万
一
モ
幅
十
間
以
上
、
大
区
域
必
要
ノ
時
期
至
レ
バ
、
畦
畔
一
条

ヲ
撤
去
ス
ル
ノ
覚
悟
」
で
あ
る
と
し
て
、
幅
一
二
間
余
の
大
耕
地
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
た
。

　

浦
八
は
、
欧
米
の
農
法
に
倣
っ
て
一
区
画
あ
た
り
の
面
積
を
広
く
取
ろ
う
と
す
る
石
川
式
を

強
く
批
判
し
て
い
る
。
石
川
式
は
、
水
田
一
区
画
の
幅
を
一
〇
間
（
約
一
八
ｍ
）
余
り
に
し
、

水
田
面
積
を
広
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
率
化
を
図
ろ
う
と
し
た
。
現
代
の
よ
う
に
機
械
化
が

進
ん
だ
状
況
で
は
、
大
規
模
な
区
画
の
水
田
は
効
率
的
に
見
え
る
。
し
か
し
、
当
時
の
土
木
技

術
で
は
、
高
低
差
を
克
服
し
て
一
定
の
水
深
を
保
っ
た
広
い
区
画
の
水
田
を
つ
く
る
こ
と
は
難

し
く
、
多
大
な
工
事
費
も
必
要
で
あ
っ
た
。
在
来
の
農
具
・
農
法
に
頼
り
、
牛
馬
耕
さ
え
十
分

に
普
及
し
て
い
な
い
段
階
で
は
、
水
田
の
幅
一
〇
間
、
長
さ
三
〇
〜
四
〇
間
（
約
五
四
〜
七
二

ｍ
）
を
一
区
画
と
す
る
一
反
以
上
の
大
区
画
の
水
田
を
設
け
て
も
、
耕
耘
を
十
分
に
行
え
ず
、

畦
間
の
幅
が
広
い
こ
と
で
中
央
部
へ
の
施
肥
も
難
し
い
な
ど
、
様
々
な
問
題
点
が
あ
っ
た
。
と

く
に
扇
状
地
形
の
水
田
開
発
を
進
め
る
場
合
は
、
小
区
画
の
水
田
を
一
定
の
方
向
に
整
理
し
た

後
、
水
利
条
件
や
技
術
の
進
歩
に
応
じ
て
次
第
に
区
画
を
広
げ
る
方
法
の
方
が
現
実
的
で
合
理

的
で
あ
っ
た
。
浦
八
か
ら
見
る
と
、
石
川
式
は
県
や
郡
が
主
導
し
て
「
官
干
渉
シ
強
制
ノ
如
ク

シ
テ
実
行
」
す
る
「
精
農
法
タ
ル
ノ
実
業
ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
」
に
よ
る
粗
大
農
法
で
あ
っ
た
。

　

浦
八
の
真
意
は
、「
小
農
ヲ
更
メ
テ
、
中
農
若
シ
ク
ハ
大
農
タ
ラ
シ
ム
ル
」、「
真
箇
ニ
猫
額

大
ノ
耕
地
ノ
ミ
ヲ
以
テ
満
足
セ
ル
、
寧
ロ
得
々
タ
ル
日
本
ノ
農
業
ハ
、
是
非
ト
モ
中
農
カ
大
農

カ
ニ
進
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
い
う
言
葉
に
表
れ
て
い
る
（
31
）。
す
な
わ
ち
耕
地
整
理
事
業
を

通
じ
て
、
や
が
て
は
大
規
模
経
営
農
家
が
主
体
と
な
っ
て
、
広
大
な
農
地
を
効
率
的
に
耕
作
す

る
こ
と
に
よ
り
、
商
工
業
に
対
抗
で
き
る
よ
う
な
農
業

を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、「
優
勝
劣

敗
」
の
原
理
を
も
つ
競
争
こ
そ
が
、
進
歩
・
発
達
を
も

た
ら
す
と
い
う
社
会
進
化
論
的
思
考
が
働
い
て
い
た
。

こ
れ
は
、
地
主
的
土
地
所
有
・
土
地
集
積
を
基
礎
づ
け

る
論
理
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
土
地
に
生
活
基
盤
を
置
く

小
作
・
小
農
民
の
論
理
と
は
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

表
４
は
富
岡
村
に
お
け
る
一
九
一
二
年
度
の
兼
業
農
家

の
戸
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
戸
数
四
五
三
戸
・

人
口
二
七
二
五
人
（
一
九
一
一
年
）
の
う
ち
、
兼
業
農

家
は
六
五
戸
で
全
体
の
一
四
・
三
％
に
過
ぎ
な
い
（
32
）。

浦
八
は
農
業
以
外
に
産
業
基
盤
の
乏
し
い
こ
と
を
十
分

承
知
し
て
お
り
、
理
想
は
大
規
模
経
営
で
あ
り
な
が

須々田黎吉「鈴木浦八『畦畔改良意見書』（明治33年）」東京農業大学農業経済学会『農村研究』第52号（1981年）より引用。
 （ただしスケールバーは引用者による追記）

図１　富岡村加茂西地区の耕地整理前後の図

表４　富岡村の兼業農家（大正元年度）

業　種 戸数 業種 戸数
物品販売業
金銭貸付業
請負業

牛馬販売業
行商

11
１
１
３
４

仲買業
製造業
染物業
飲食業
職工

６
６
４
８
21

計 65
富岡尋常小学校『富岡村誌』1912年より作成。

明
治
期
農
村
社
会
に
お
け
る
社
会
進
化
論
の
受
容
―
老
農
鈴
木
浦
八
の
耕
地
整
理
事
業
を
中
心
に
―
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ら
、
現
実
に
は
「
優
勝
劣
敗
」
の
論
理
の
下
に
目
前
の
小
農
民
た
ち
を
切
り
捨
て
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
実
際
、
日
露
戦
争
が
終
結
し
た
一
九
〇
五
年
に
貧
農
の
受
け
入
れ
先
を
設
け
る

た
め
に
磐
田
原
台
地
の
開
墾
を
行
っ
た
り
、
茶
商
経
営
の
失
敗
が
も
と
で
自
刃
し
た
村
民
の
遺

族
に
援
助
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
（
33
）。
本
田
や
戸
塚
が
小
作
人
を
冷
視
し
て
い
た
の
と
は
異

な
り
、
浦
八
は
「
優
勝
劣
敗
」
を
農
民
内
の
問
題
で
は
な
く
、
農
業
と
商
工
業
と
の
対
比
に
お

い
て
論
じ
、
村
全
体
の
救
済
を
め
ざ
し
た
。
そ
の
た
め
、
豪
農
層
の
間
で
激
化
し
て
い
た
政
党

間
の
争
い
か
ら
距
離
を
置
き
、
耕
地
整
理
に
心
血
を
注
い
だ
。
浦
八
は
、
様
々
な
次
元
に
お
け

る
「
優
勝
劣
敗
」
の
現
象
を
見
つ
つ
も
、
地
主
・
農
村
指
導
者
と
い
う
立
場
に
お
い
て
、
耕
地

整
理
に
打
開
の
道
を
探
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

加
茂
西
村
（
田
畑
等
約
五
〇
町
歩
）
の
耕
地
整
理
事
業
は
、
一
八
八
七
年
一
二
月
に
着
手
さ

れ
、
一
八
八
九
年
四
月
に
完
成
し
た
。
浦
八
は
、
加
茂
西
地
区
の
耕
地
整
理
事
業
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
「
利
益
」
と
し
て
一
七
項
目
を
挙
げ
て
い
る
（
34
）。

　
　

第
一 　

農
民
ノ
精
神
大
ニ
開
舒
シ
自
カ
ラ
動
作
方
正
ニ
皈
シ
平
素
方
位
を
誤
ラ
ス
大
農
ヲ

企
ツ
ル
ノ
氣
象
ヲ
振
起
シ
決
シ
テ
小
農
ニ
安
ン
セ
サ
ラ
シ
ム
ル
ノ
利
益

　
　

第
二 　

牛
馬
耕
並
ニ
大
農
具
ヲ
使
用
ス
ル
ニ
最
モ
便
利
従
テ
大
イ
ニ
耕
耘
賃
金
ヲ
滅
ス
ル

ノ
利
益

　
　

第
三 　

道
路
開
通
以
来
車
馬
通
行
ノ
便
ヲ
得
衝
突
危
険
ナ
シ
各
農
家
競
テ
荷
車
ヲ
新
調
シ

老
幼
婦
女
子
ス
ラ
肥
料
収
獲
物
運
搬
及
農
産
物
販
賣
肥
料
買
収
等
総
テ
軽
易
ニ
運
搬

シ
得
ル
利
益

　
　

第
四 　

従
前
道
路
水
路
等
極
メ
テ
不
便
ノ
耕
地
ア
リ
シ
ガ
改
良
ノ
為
メ
著
シ
ク
利
便
ヲ
得

之
レ
カ
既
往
ニ
比
較
シ
反
金
拾
圓
以
上
ノ
増
価
有
リ
ト
唱
フ
自
今
尚
増
額
ア
ル
ヘ
キ

利
益

　
　

第
五 　

道
路
水
路
畦
畔
ノ
三
敷
地
ヲ
合
算
シ
舊
新
比
較
ス
レ
ハ
其
益
ス
ル
反
別
八
反
七
畝

廿
六
歩
ナ
リ
之
レ
廢
跡
地
ナ
リ
ト
雖
既
ニ
起
返
シ
テ
生
地
ト
ナ
リ
タ
ル
ノ
利
益

　
　

第
六　

漑
水
排
水
ノ
利
益
及
之
レ
ニ
伴
フ
テ
地
質
自
カ
ラ
改
良
ナ
ル
ノ
利
益

　
　

第
七 　

田
方
植
付
ノ
際
定
矩
ヲ
使
用
シ
及
ヒ
除
草
器
使
用
亦
タ
施
肥
等
ヲ
為
ス
ニ
於
テ
モ

容
易
ナ
ル
ノ
利
益

　
　

第
八 　

畦
畔
ノ
方
向
東
西
南
北
ニ
劃
シ
形
チ
方
正
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
光
線
ノ
射
入
空
気
ノ
流
通

ヲ
利
シ
従
テ
幹
葉
強
硬
ニ
育
チ
為
メ
ニ
虫
害
ヲ
避
ク
ル
ノ
利
益

　
　

第
九　

改
良
道
路
ノ
為
メ
平
素
肥
料
運
搬
並
ニ
農
事
往
復
等
ニ
時
間
ヲ
減
シ
得
ル
ノ
利
益

　
　

第
十　

毎
年
畦
畔
ノ
修
繕
并
ニ
畦
草
苅
取
等
ニ
手
数
ヲ
減
ス
ル
ノ
利
益

　
　

第
十 

一　

地
積
ヲ
知
ル
ニ
易
ク
為
メ
ニ
永
遠
境
界
論
ヲ
生
ス
ル
無
ク
又
地
主
小
作
人
ノ
間

ニ
反
別
ヲ
誤
ル
ナ
キ
ノ
利
益

　
　

第
十 

二　

眺
望
一
齊
他
人
見
易
キ
ガ
故
各
作
人
競
争
ノ
念
ヲ
生
シ
総
テ
収
獲
ヲ
増
シ
得
ル

ノ
利
益

　
　

第
十 

三　

起
業
當
時
ノ
筆
数
耕
宅
地
悉
皆
ニ
テ
一
千
〇
三
十
一
筆
ナ
リ
シ
ガ
第
一
着
工

事
ニ
テ
八
百
〇
四
筆
ト
ナ
ル
爾
来
交
換
筆
等
ヲ
為
ス
ニ
付
テ
ハ
第
三
図
ノ
如
ク

三
百
十
九
筆
ト
ナ
ル
即
七
百
十
二
筆
ノ
減
少
ヲ
見
ル
ノ
利
益

　
　

第
十 

四　

農
者
ガ
従
前
ト
労
働
ヲ
仝
フ
シ
テ
収
益
上
三
割
以
上
ヲ
得
ル
ヿ
必
然
タ
ル
ノ
利

　

益

　
　

第
十
五　

土
地
調
査
上
丈
量
製
図
等
ニ
便
ナ
ル
ノ
利
益

　
　

第
十 

六　

改
良
后
徒
労
冗
費
ヲ
省
ク
ノ
事
実
ヨ
リ
自
然
農
家
ニ
余
力
ヲ
得
為
メ
ニ
近
来
小

　

作
地
ヲ
争
ヒ
従
テ
小
作
米
等
ヲ
増
ス
ニ
至
ル
ノ
利
益

　
　

第
十 

七　

改
良
着
手
以
来
未
タ
幾
年
ナ
ラ
サ
ル
ニ
最
早
當
初
ノ
目
的
ニ
適
ヒ
稍
ヤ
模
範
タ

ル
コ
ト
ヲ
得
則
チ
各
國
郡
町
村
ノ
有
志
者
ハ
殊
更
来
訪
シ
テ
実
地
ニ
就
キ
親
シ
ク
見

聞
セ
ラ
レ
既
ニ
之
ニ
倣
ヒ
テ
実
施
セ
シ
モ
ノ
数
多
ア
リ
特
ニ
静
岡
県
会
ハ
全
県
下
ニ

施
行
ス
ル
ノ
決
議
ヲ
為
セ
リ
之
レ
直
接
間
接
ニ
広
大
無
辺
ノ
模
範
タ
ル
ヘ
キ
効
ヲ
得

タ
ル
ノ
利
益

　

こ
こ
に
は
、
大
農
へ
の
志
向
、
牛
馬
耕
や
大
農
具
の
使
用
、
収
量
の
増
加
、
耕
地
面
積
の

増
加
、
小
作
地
請
負
の
増
加
に
よ
る
小
作
米
の
増
加
な
ど
の
「
利
益
」
の
得
ら
れ
た
こ
と
が

語
ら
れ
て
い
る
。
加
茂
西
村
で
は
、
道
路
・
用
悪
水
路
・
畦
畔
の
直
線
化
に
よ
っ
て
、
長
さ

七
六
九
〇
・
五
間
（
約
一
三
九
八
三
ｍ
）、
面
積
に
し
て
二
六
三
六
坪
（
八
反
七
畝
二
六
歩
、
約

八
七
一
五
㎡
）
の
余
剰
を
生
み
出
し
、
耕
地
等
に
活
用
す
る
土
地
を
得
た
（
35
）。
ま
た
、
交
換

合
筆
に
よ
り
、
一
〇
三
一
筆
か
ら
三
一
九
筆
へ
と
七
一
二
筆
を
減
少
さ
せ
、
一
筆
あ
た
り
の
面

積
を
拡
大
し
た
（
36
）。
そ
し
て
、
一
九
〇
〇
年
に
は
富
岡
村
全
体
に
わ
た
る
事
業
規
約
が
成
立

し
、
一
九
〇
九
年
に
総
工
費
二
四
三
七
三
円
、
成
功
反
別
三
三
七
町
二
反
四
畝
二
六
歩
を
以
て

事
業
を
完
了
し
た
（
37
）。

　

お
わ
り
に

　

栢
野
晴
夫
は
浦
八
に
つ
い
て
、「
勤
倹
力
行
、
勧
農
殖
産
的
活
動
を
舞
台
と
し
て
、
右
手
に

は
先
祖
伝
来
の
経
験
を
基
礎
と
す
る
農
事
改
良
の
鍬
を
持
ち
、
左
手
に
は
封
建
的
家
父
長
的
家

族
制
度
を
土
台
と
す
る
報
徳
精
神
の
玉
を
抱
い
て
、
半
封
建
的
零
細
農
耕
に
緊
縛
さ
れ
た
農
民

の
前
に
慈
父
の
如
く
た
っ
て
い
る
。
だ
が
、
彼
の
野
良
着
の
下
に
は
、
他
な
ら
ぬ
そ
の
半
封
建

的
農
業
を
土
壌
と
す
る
絶
対
主
義
の
支
柱
と
し
て
の
、
そ
の
忠
実
な
る
赤
子
と
し
て
の
、
地
主

階
級
の
血
が
脈
打
ち
流
れ
て
い
る
」
と
評
し
た
（
38
）。
こ
う
し
た
評
価
は
、
浦
八
が
村
落
支
配

者
・
地
主
的
権
威
と
報
徳
主
義
の
上
に
、
耕
地
整
理
を
国
家
の
富
国
政
策
に
結
び
つ
け
、
合
理

八



主
義
的
農
業
思
想
を
携
え
て
農
民
た
ち
に
迫
っ
た
点
で
一
定
の
妥
当
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
時
期
の
地
主
・
農
村
指
導
者
と
小
作
・
小
農
の
関
係
性
は
複
雑
で
あ
り
、
対
立
の
構
造
だ
け

に
還
元
す
る
こ
と
は
、
農
村
社
会
の
実
情
を
見
失
う
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

耕
地
整
理
事
業
は
、
大
き
な
成
果
が
期
待
さ
れ
る
反
面
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
様
々
な

困
難
が
生
じ
た
。
富
岡
村
加
茂
東
で
は
道
路
の
新
設
変
更
や
所
有
地
の
分
裂
に
よ
る
不
利
益
を

被
る
こ
と
を
心
配
し
た
地
主
の
反
対
が
起
こ
り
、「
異
論
百
出
殆
ト
収
拾
ス
ベ
カ
ラ
サ
ル
ノ
有

様
」
と
な
っ
た
（
39
）。
ま
た
、
耕
地
整
理
事
業
は
、
村
税
の
増
加
や
村
債
を
伴
う
た
め
、
農
民

の
負
担
増
大
を
指
摘
し
、
民
力
涵
養
・
租
税
軽
減
を
主
張
す
る
人
々
か
ら
の
反
対
の
声
も
あ
っ

た
。

　

耕
地
整
理
事
業
の
遂
行
に
は
、「
利
益
」
の
増
大
と
い
う
結
果
責
任
が
求
め
ら
れ
る
。
浦
八

の
耕
地
整
理
事
業
は
、
農
村
の
危
機
的
状
況
の
中
で
、
報
徳
思
想
に
加
え
、
実
利
主
義
・
合
理

主
義
・
社
会
進
化
論
が
一
体
と
な
っ
て
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
近
代
形
成
期
の
農
村
で

は
、「
優
勝
劣
敗
」
の
状
況
が
目
の
前
で
展
開
し
、
豪
農
層
に
と
っ
て
、
自
身
の
正
当
化
と
没

落
へ
の
危
機
感
も
含
め
て
、「
優
勝
劣
敗
」
の
論
理
は
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。「
優

勝
劣
敗
」
は
、
浦
八
の
上
に
も
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
。
中
小
地
主
や
小
作
農
た
ち
は
困
難

を
打
開
す
る
道
を
見
出
せ
ず
、
浦
八
の
事
業
に
可
能
性
を
求
め
た
。
耕
地
整
理
事
業
に
よ
っ

て
、
村
の
生
産
力
は
向
上
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
富
岡
村
で
は
、
浦
八
が
目
指
し
た
よ
う
な

大
農
経
営
で
は
な
く
、
村
内
外
の
一
部
の
地
主
へ
土
地
が
集
積
さ
れ
、
零
細
な
小
農
経
営
に
基

礎
を
置
く
寄
生
地
主
制
が
進
展
し
て
い
っ
た
。
一
村
規
模
の
大
規
模
な
耕
地
整
理
事
業
は
、
報

徳
思
想
と
相
俟
っ
て
、
地
主
層
に
よ
る
農
村
支
配
を
強
化
し
、
勝
者
と
し
て
の
地
主
と
、
敗
者

と
し
て
の
小
作
・
小
農
の
姿
を
整
然
と
並
ん
だ
耕
地
の
中
に
映
し
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、「
優
勝
劣
敗
」
の
観
念
は
、
人
々
の
意
識
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

【
註
】

（
１
）
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
物
進
化
論
は
、
ア
メ
リ
カ
の
博
物
学
者
モ
ー
ス
が
、
一
八
七
八
年
に
東
京
帝

国
大
学
の
講
義
で
紹
介
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
モ
ー
ス
の
講
義
録
（
モ
ー
ス
著
、
石
川
千
代
松
訳
『
動
物
進
化
論
』
東
生

亀
治
郎
、
一
八
八
三
年
）
の
出
版
や
丘
浅
次
郎
の
著
作
（『
進
化
論
講
話
』
開
成
館
、
一
九
〇
四
年
）

な
ど
に
よ
り
普
及
し
た
。
進
化
論
は
、
日
本
の
生
物
学
界
の
み
な
ら
ず
、
物
理
学
、
文
学
、
経
済

学
、
法
学
な
ど
様
々
な
領
域
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
生
存
競
争
、
優
勝
劣
敗
、
適
者
生
存
の
概
念
が

人
間
社
会
に
適
用
さ
れ
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
が
人
々
の
間
に
浸
透
し
た
（
武
田
清
子
「
近
代

科
学
摂
取
の
三
つ
の
道
―
福
澤
諭
吉
、
加
藤
弘
之
、
植
村
正
久
を
中
心
に
―
」『
国
際
基
督
教
大
学

学
報
．
Ⅰ
―
Ａ
教
育
研
究
』
第
六
号
、
一
九
六
〇
年
、
一
七
―
五
三
頁
）。
松
本
三
之
介
に
よ
れ
ば
、

ス
ペ
ン
サ
ー
は
進
化
の
過
程
を
同
質
か
ら
異
質
へ
、
単
純
か
ら
複
雑
へ
と
捉
え
、
そ
れ
を
社
会
と

い
う
有
機
体
の
高
度
化
＝
進
歩
と
し
て
考
え
て
い
た
。「
優
勝
劣
敗
」
の
語
は
、
加
藤
弘
之
が
「
最

適
者
生
存
」（survival of the fi ttest

）
の
法
則
を
示
す
訳
語
と
し
て
考
え
出
し
た
も
の
で
あ
り
、

社
会
を
生
物
有
機
体
に
見
立
て
、
そ
こ
に
生
物
進
化
論
の
法
則
や
概
念
を
比
喩
的
な
形
で
借
用
し

た
た
め
、
象
徴
的
な
進
化
論
の
用
語
が
独
り
歩
き
し
た
。「
優
勝
劣
敗
」
は
、
当
時
の
日
本
の
精
神

風
土
に
適
合
し
て
急
速
に
伝
播
し
、
至
る
所
で
思
い
思
い
に
、
状
況
に
応
じ
て
活
用
さ
れ
た
（『「
利

己
」
と
他
者
の
は
ざ
ま
で
―
近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
進
化
思
想
』
以
文
社
、
二
〇
一
七
年
）。

（
２
）植
手
通
有「
明
治
啓
蒙
思
想
の
形
成
と
そ
の
脆
弱
性
―
西
周
と
加
藤
弘
之
を
中
心
と
し
て
―
」『
日

本
の
名
著
34
西
周
・
加
藤
弘
之
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
、
五
―
六
六
頁
。
戸
田
文
明
「
加

藤
弘
之
の
『
転
向
』」『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
』
第
四
四
号
、
二
〇
〇
六
年
、
五
―
二
八
頁
。

な
お
、
田
中
友
香
理
は
、
①
加
藤
弘
之
が
明
治
一
〇
年
に
進
化
論
を
受
容
し
て
以
降
、
一
貫
し
て

自
然
科
学
に
基
づ
く
国
家
思
想
を
展
開
し
た
こ
と
、
②
い
わ
ゆ
る
「
転
向
」
に
よ
り
「
御
用
学
者
」

と
の
評
価
を
受
け
て
き
た
加
藤
が
、
実
際
に
は
社
会
進
化
論
に
よ
っ
て
明
治
政
府
の
政
策
を
批
判

し
続
け
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
新
た
な
加
藤
像
を
示
し
て
い
る
（『〈
優
勝
劣
敗
〉
と
明
治
国
家

―
加
藤
弘
之
の
進
化
論
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
九
年
、
三
〇
四
―
三
〇
七
頁
）。

（
３
）
黒
川
み
ど
り
は
、
社
会
進
化
論
が
結
果
的
に
ア
ジ
ア
侵
略
を
正
当
化
す
る
論
理
と
な
っ
た
こ
と

は
否
め
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
社
会
進
化
論
そ
れ
自
体
に
は
そ
の
よ
う
な
機
能
は
内
在
し
な
い
と

述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
主
張
は
個
人
の
自
由
を
理
想
と
し
て
、
国
家
の
個
人
に
対

す
る
干
渉
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
、
植
木
枝
盛
ら
自
由
民
権
論
者
が
現
実
を
批
判
し
、
社
会
の

変
革
を
め
ざ
す
際
の
理
論
的
拠
り
所
に
も
な
っ
た
と
す
る
（『
共
同
性
の
復
権
―
大
山
郁
夫
研
究
―
』

信
山
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
〇
頁
）。
ま
た
森
村
進
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
を
「
弱
肉
強
食
を
提
唱
す
る

保
守
的
な
『
社
会
的
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
』
の
代
表
者
と
し
て
特
徴
づ
け
」
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る

と
し
て
、「
彼
の
言
う
人
間
社
会
に
お
け
る
『
適
者
』
と
は
、
軍
事
力
や
政
治
権
力
や
物
理
的
実
力

を
有
す
る
強
者
の
こ
と
で
は
な
く
、
他
の
人
々
と
の
互
恵
的
協
力
関
係
に
適
合
し
た
人
々
の
こ
と

だ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
（「
な
ぜ
今
ス
ペ
ン
サ
ー
を
読
む
の
か
」
ス
ペ
ン
サ
ー
著
、
森
村
進
編

訳『
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
七
年
、
四
三
三
頁
）。

（
４
）
右
田
祐
規
「
明
治
期
知
識
人
層
に
お
け
る
生
物
進
化
論
の
流
行
再
考
―
『
人
獣
同
祖
説
』
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
科
学
史
研
究
』
第
四
二
号
、
二
〇
〇
三
年
、
二
頁
。
右
田
の
指
摘
は
、

都
市
知
識
人
等
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
の
豪
農
層
と
は
進
化
論
の
受
容
に
時
間
的
・

質
的
な
差
異
が
あ
る
。
鈴
木
浦
八
の
場
合
、
地
主
制
の
進
展
や
農
民
た
ち
の
没
落
を
目
の
当
た
り

に
す
る
中
で
、「
優
勝
劣
敗
」
を
受
容
す
る
素
地
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
社
会
進
化
論
的
言

説
が
流
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
進
化
論
的
思
考
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

（
５
）
中
村
政
則
「
明
治
維
新
期
の
経
済
構
想
」
神
奈
川
大
学
経
済
学
会
『
商
経
論
叢
』
第
三
八
巻
四
号
、

明
治
期
農
村
社
会
に
お
け
る
社
会
進
化
論
の
受
容
―
老
農
鈴
木
浦
八
の
耕
地
整
理
事
業
を
中
心
に
―

九



二
〇
〇
三
年
、
一
―
四
頁
。

（
６
）
見
城
悌
治
『
近
代
報
徳
思
想
と
日
本
社
会
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
三
九
―
一
七
四

頁
。
一
九
一
二
年
の
岡
田
家
の
所
有
田
畑
は
、
田
四
二
町
五
反
八
畝
三
歩
、
畑
八
町
三
反
六
畝

二
一
歩
で
、
倉
真
村
・
西
郷
村
・
粟
本
村
・
原
田
村
な
ど
二
一
三
戸
の
小
作
農
家
に
貸
与
さ
れ
て

い
た
（
傳
田
功
『
近
代
日
本
経
済
思
想
の
研
究
』
未
来
社
、
一
九
六
二
年
、
八
八
―
八
九
頁
）。
長

谷
川
直
哉
に
よ
れ
ば
、
岡
田
の
報
徳
思
想
は
、
ベ
ン
サ
ム
や
ミ
ル
の
功
利
主
義
思
想
を
受
容
し
た

上
で
、
資
本
主
義
経
済
と
報
徳
思
想
を
癒
合
さ
せ
た
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
を
模
索
し
た

も
の
で
あ
り
、
豪
農
層
主
導
に
よ
る
最
新
の
農
業
技
術
を
媒
介
に
し
て
農
村
に
浸
透
し
、
農
民
や

商
工
業
に
携
わ
る
者
に
経
済
的
作
為
主
体
と
し
て
の
意
識
を
喚
起
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
さ

れ
る
（「
報
徳
思
想
と
企
業
倫
理
―
農
業
規
範
か
ら
企
業
規
範
へ
の
変
容
―
」
日
本
経
営
倫
理
学
会

『
日
本
経
営
倫
理
学
会
誌
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
六
七
―
一
七
八
頁
）。
な
お
、
静
岡
県

の
報
徳
運
動
に
関
す
る
主
な
研
究
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
原
口
清
「
報
徳
社
の
人
々
」

『
日
本
人
物
史
体
系
』
第
五
巻
、
朝
倉
書
店
、
一
九
六
〇
年
。
中
村
雄
二
郎
「
岡
田
良
一
郎
の
報
徳

思
想
」
中
村
雄
二
郎
・
木
村
礎
編
『
村
落
・
報
徳
・
地
主
制
―
日
本
近
代
の
基
底
―
』
東
洋
経
済

新
報
社
、
一
九
七
六
年
。
海
野
福
寿
・
加
藤
隆
編
『
殖
産
興
業
と
報
徳
運
動
』
東
洋
経
済
新
報
社
、

一
九
七
八
年
。
小
川
信
雄
「
明
治
後
期
に
お
け
る
村
落
報
徳
社
の
展
開
―
静
岡
県
小
笠
郡
土
方
村

嶺
向
報
徳
社
に
つ
い
て
―
」『
地
方
史
研
究
』
第
二
四
巻
二
号
、
一
九
七
四
年
、
二
二
―
三
六
頁
。

足
立
洋
一
郎
『
報
徳
運
動
と
近
代
社
会
』
お
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
四
年
。

（
７
）
笠
森
傳
繁
「
本
邦
耕
地
整
理
の
起
源
と
上
安
原
の
田
區
改
正
」
社
会
経
済
史
学
会
『
社
会
経
済

史
学
』
第
五
巻
一
二
号
、
一
九
三
六
年
、
一
―
二
八
頁
。

（
８
）
本
田
佐
平
『
畦
畔
改
良
之
顛
末
』
私
家
版
、
一
八
九
〇
年
。

（
９
）
須
々
田
黎
吉
「
戸
塚
弥
三
治
『
田
形
改
革
論
』（
明
治
二
〇
年
）
他
」
東
京
農
業
大
学
農
業
経
済

学
会
『
農
村
研
究
』
第
五
一
号
、
一
九
八
〇
年
、
一
〇
八
―
一
二
八
頁
。

（
10
）
須
々
田
「
鈴
木
浦
八
『
畦
畔
改
良
意
見
書
』（
明
治
三
三
年
）
」『
農
村
研
究
』
第
五
二
号
、

一
九
八
一
年
、
一
〇
九
―
一
二
四
頁
。
浦
八
（
一
八
五
二
―
一
九
一
八
）
は
、
豊
田
郡
加
茂
西
村

に
大
庄
屋
兵
衛
門
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
二
一
歳
で
浜
松
県
第
二
大
区
加
茂
西
村
戸
長
に
就

い
た
後
、
池
田
銀
行
発
起
人
、
県
会
議
員
、
加
茂
西
報
徳
社
社
長
、
三
遠
農
学
社
副
社
長
を
務
め

る
な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
（
静
岡
県
磐
田
郡
富
岡
村
『
伸
び
ゆ
く
富
岡
村
』
一
九
五
二
年
、
五
六

―
五
七
頁
）。

（
11
）
海
野
福
寿
「
第
二
編
第
四
章　

殖
産
興
業
政
策
と
県
民
」
静
岡
県
『
静
岡
県
史
』
通
史
編
５
近

代
一
、一
九
九
六
年
、
三
二
七
―
三
四
五
頁
。
農
商
務
省
農
務
局
『
府
県
老
農
名
簿
』
一
八
八
二
年
、

五
〇
―
五
三
頁
。
な
お
、
老
農
名
簿
に
は
、
岡
田
良
一
郎
（
一
八
三
九
―
一
九
一
五
）
や
名
倉
太

郎
馬
（
一
八
四
〇
―
一
九
一
一
）
の
名
は
あ
る
が
、
戸
塚
弥
三
治
（
一
八
六
〇
―
一
九
一
七
）、
本

田
平
八
（
一
八
三
三
―
一
九
一
一
）・
佐
平
（
一
八
五
五
―
一
九
三
八
）、
浦
八
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。

（
12
）『
函
右
日
報
』
一
八
八
〇
年
一
一
月
一
四
日
付
。

（
13
）
原
口
清
『
明
治
前
期
地
方
政
治
史
研
究
』（
下
）
塙
書
房
、
一
九
七
四
年
、
七
三
―
七
四
頁
。

（
14
）
本
田
『
畦
畔
改
良
之
顛
末
』、
一
七
―
二
〇
頁
。

（
15
）
戸
塚
弥
三
治
『
田
形
改
革
論
』
一
八
八
七
年
。

（
16
）
戸
塚
『
田
形
改
革
問
答
』
一
八
八
八
年
。

（
17
）
鈴
木
浦
八
『
畦
畔
改
良
意
見
書
』
一
九
〇
〇
年
。

（
18
）
加
茂
西
村
は
天
竜
川
下
流
左
岸
の
水
田
地
帯
に
位
置
し
、
一
八
八
九
年
三
月
に
周
辺
の
村
々
と

合
併
し
て
富
岡
村
（
現
在
磐
田
市
豊
田
）
の
大
字
と
な
っ
た
。
一
八
八
四
年
一
二
月
末
現
在
の
戸

数
三
五
戸
、
男
一
〇
七
人
・
女
一
〇
〇
人
・
計
二
〇
七
人
で
あ
っ
た
。「
明
治
十
八
年
一
月　

諸
進

達
綴
込
豊
田
郡
中
野
戸
村
組
戸
長
役
場
」
磐
田
市
歴
史
文
書
館
所
蔵
（
以
下
、
文
書
館
所
蔵
）。

（
19
）「
小
作
慣
行
取
調
」（「
明
治
十
八
年
一
月　

諸
進
達
綴
込
豊
田
郡
中
野
戸
村
組
戸
長
役
場
」
）
に

よ
れ
ば
、
加
茂
西
村
外
十
カ
村
の
地
主
・
小
作
間
の
収
穫
配
分
は
、
田
畑
と
も
地
主
七
・
四
に
対
し

小
作
二
・
六
で
あ
る
。
全
国
平
均
は
、
田
が
地
主
五
・
八
に
対
し
小
作
四
・
二
、
畑
が
地
主
四
・
四
に

対
し
小
作
五
・
六
で
あ
り
、
加
茂
西
村
外
十
カ
村
は
他
地
域
に
比
べ
高
率
の
小
作
料
で
あ
っ
た
（『
農

地
制
度
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
一
九
七
〇
年
）。

（
20
）「
明
治
弐
拾
壱
年
十
一
月
現
在　

土
地
臺
帳　

加
茂
西
村
」
第
一
〜
六
巻
（
た
だ
し
第
二
巻
の
後

半
及
び
第
四
巻
の
巻
末
の
一
部
が
欠
損
）、
文
書
館
所
蔵
。

（
21
）「
明
治
四
十
一
年
一
月　

加
茂
西
地
目
別
総
計
名
寄
帳
」、
文
書
館
所
蔵
。

（
22
）「
明
治
十
八
年
裁
判
関
係
綴　

豊
田
郡
気
賀
西
村
外
十
カ
村
戸
長
役
場
」、
文
書
館
所
蔵
。

（
23
）（
24
）「
明
治
十
五
年
四
月
廿
八
日
創
立　

社
員
連
名
簿　

遠
江
国
豊
田
郡
中
野
戸
村
報
徳
社
」。

一
八
八
六
年
九
月
二
七
日
付
県
令
宛
「
神
道
丸
山
匂
坂
仮
教
会
所
設
置
依
頼
書
（
写
）
」（「
明
治

十
九
年
人
民
願
伺
届
綴
込　

豊
田
郡
加
茂
西
村
外
十
ケ
村
戸
長
役
場
」
）。「
明
治
廿
四
年
十
月
改　

加
列
人
名
帳
遠
江
国
豊
田
郡
美
組
廿
九
号
取
締
」
匂
坂
中
之
郷
稲
家
文
書
、
文
書
館
所
蔵
。『
静
岡

大
務
新
聞
』
明
治
一
七
年
一
〇
月
一
九
日
付
。

（
25
）
足
立
前
掲
書
、
二
一
―
二
八
頁
。

（
26
）
原
口
『
明
治
前
期
地
方
政
治
史
研
究
』（
上
）
塙
書
房
、
一
九
七
二
年
。

（
27
）
見
城
前
掲
書
、
一
三
九
―
一
七
四
頁
。

（
28
）
足
立
前
掲
書
、
一
八
七
頁
。

（
29
）
安
丸
良
夫
『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』
青
木
書
店
、
一
九
七
四
年
、
一
四
〇
―
一
四
一
頁
。

（
30
）「
明
治
十
七
年
八
月　

社
則　

豊
田
郡
加
茂
西
村
報
徳
社
」
文
書
館
所
蔵
。

（
31
）
傅
田
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
農
政
に
は
、
西
洋
農
法
を
取
り
入
れ
た
「
大
農
法
」
を
是
と
す
る
井

上
馨
、
フ
ェ
ス
カ
、
佐
藤
昌
介
、
マ
イ
エ
ッ
ト
、
エ
ッ
ゲ
ル
ト
ら
と
、
在
来
農
法
の
改
良
に
よ
っ

て
生
産
力
の
向
上
を
図
り
小
農
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
品
川
弥
二
郎
、
前
田
正
名
、
平
田
東
助
ら

の
主
張
が
あ
っ
た
（『
近
代
日
本
農
政
思
想
の
研
究
』
未
来
社
、
一
九
六
九
年
、
七
二
―
九
二
頁
）。

一
〇



（
32
）
富
岡
尋
常
小
学
校
『
富
岡
村
誌
』
一
九
一
二
年
。

（
33
）「
鈴
木
浦
八
君
之
傳
」『
岳
陽
名
士
傳
』
一
八
九
一
年
。

（
34
）（
35
）（
36
）
鈴
木
浦
八
『
明
治
廿
九
年
十
一
月　

静
岡
縣
磐
田
郡
富
岡
村
加
茂
西
田
區
改
正
概

況
書
』
鈴
木
秀
治
家
所
蔵
。

（
37
）
前
掲
『
富
岡
村
誌
』。
静
岡
県
磐
田
郡
教
育
会
編
『
磐
田
郡
誌
』
下
巻
、
一
九
二
一
年
、
八
二
二

―
八
二
三
頁
。

（
38
）
栢
野
晴
夫
「
鈴
木
浦
八
評
伝
―
老
農
の
本
質
と
そ
の
系
譜
―
」
法
政
大
学
社
会
学
部
学
会
『
社

會
労
働
研
究
』
第
二
号
、
一
九
五
四
年
、
一
〇
二
頁
。

（
39
）
富
岡
村
『
静
岡
県
磐
田
郡
富
岡
村
沿
革
誌
』
一
九
一
九
年
頃
。

付
記

　

本
稿
は
、
拙
稿
「
農
村
の
危
機
と
耕
地
整
理
事
業
」（『
民
衆
思
想
と
社
会
科
教
育
―
社
会
的

構
想
力
を
育
む
教
育
内
容
・
方
法
開
発
』
東
信
堂
、
二
〇
二
二
年
、
所
収
）
を
も
と
に
、
近
代

農
村
社
会
に
お
け
る
社
会
進
化
論
（
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
的
観
念
）
の
受
容
に
関
す
る
記
述

を
加
え
て
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
文
部
科
学
省
助

成
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
多
文
化
・
多
民
族
化
社
会
に
お
け
る
倫
理
観
・
法
的
課
題
解
決
力
の

育
成
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
」（
課
題
番
号21K

02439
）
に
よ
る
助
成
を
活
用
し
た
。

明
治
期
農
村
社
会
に
お
け
る
社
会
進
化
論
の
受
容
―
老
農
鈴
木
浦
八
の
耕
地
整
理
事
業
を
中
心
に
―

一
一


